
D
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
実
態
に
つ
い
て

の
講
話
、
ペ
ー
パ
ー
式
運
転
適
正
診
断
、

交
通
安
全
の
ビ
デ
オ
視
聴
、
運
転
適
性
検

査
※
昼
食
あ
り

E
運
転
免
許
証
、
眼
鏡
（
運
転
時
に
必
要

な
方
）

F
１５
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
１１
月
３０
日
ま
で
に
電
話
で
、
交
通
防
災

課
（
蕁
A
３
０
８
）
へ

A
１１
月
２３
日
貉

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

B
八
幡
公
民
館
　
視
聴
覚
室

C
小
学
３
年
生
以
上

D
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
年
賀
状
作
り

F
１０
人
（
申
込
順
）

G
無
料
　

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
）
へ
※
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

A
１２
月
４
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館

D
農
産
物
予
約
販
売
、
農
業
団
体
に
よ
る

農
産
物
販
売
、
く
ら
し
の
会
農
産
物
加
工

品
販
売
、
健
康
日
本
２１
事
業
、
鉢
の
会
盆

栽
展
示
品
評
会

I
農
政
課
蕁
A
２
９
９

A
１２
月
３
日
貍
・
平
成
１８
年
２
月
４
日

（
各
土
曜
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

C
中
学
生
以
上

B
消
防
署
会
議
室

D
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
止
血
法
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の

取
扱
い
）
※
講
習
を
修
了
し
た
方
に
修
了

証
を
発
行

G
無
料

F
各
回
２０
人

H
各
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
窓
口
ま

た
は
電
話
で
、
消
防
署
（
蕁
９９８
・
０
１

１
９
）
へ
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A

B

D

E

F

H

I

C

G

A
１１
月
１９
日
貍

午
後
１
時
〜
４
時

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

「
社
会
適
応
訓
練
室
」

D
①
車
椅
子
の
語
り
部
・
小
野
口
斉
さ
ん

に
よ
る
語
り
②
知
的
障
害
児（
者
）の
現
状

と
思
い

G
無
料
　

I
社
会
福
祉
協
議
会
・
八
潮
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蕁
９９５
・
３
６
３
６

A
１１
月
２７
日
豸

午
前
１０
時
開
演

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
音
楽
演
奏
発
表
会

G
無
料

I
文
化
協
会
事
務
局
ま
た
は
八
幡
公
民
館

蕁
９９５
・
６
２
１
６

A
１１
月
２７
日
豸
〜
１２
月
１８
日
豸
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

B
資
料
館
企
画
展
示
室

D
埼
玉
県
に
お
け
る
鉄
道
史
の
紹
介
と
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
関
連
の
資
料
公
開

G
無
料

I
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
１２
月
４
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

３０
分

B
資
料
館

C
中
学
生
以
上

D
正
月
飾
り
作
り

E
ハ
サ
ミ
、
も
の
さ
し
、
ペ
ン
チ

F
１５
人
（
申
込
順
）

G
１
０
０
０
円

H
１１
月
２５
日
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、

資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ
　

A
１２
月
１０
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

C
市
内
在
住
、
在
学
で
小
学
生
か
ら
２０
歳

ま
で
の
方

D
ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成
※
講
師
＝
武
藤
裕
治
さ

ん（
ア
ニ
メ
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
監
督
）

ほ
か
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
声
優

F
８０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
青
少
年
育
成
八

潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
内
蕁

A
３
１
６
・
８
２
２
）
へ
　

A
１１
月
２９
日
貂

午
前
１０
時
〜
正
午
　
　

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
　

D
テ
ー
マ
「
二
度
と
や
り
直
す
こ
と
の
で

き
な
い
親
の
人
生
、
子
の
人
生
」（
真
剣

に
考
え
ま
し
ょ
う
、
た
っ
た
一
度
の
人
生

を
…
）
※
講
師
＝
小
山
一
宏
さ
ん
（
譛
児

童
健
全
育
成
推
進
財
団
理
事
、
与
野
愛
仕

幼
稚
園
園
長
）

F

１５０
人
（
先
着
順
）

G
無
料

I
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内
蕁
A
３
１
６
）、
家
庭
教

育
学
級
合
同
講
演
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
内
蕁
A
３
９
２
）

A
１２
月
２３
日
貊
〜
２５
日
豸

文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
南
側
臨
時
駐
車
場
前
集
合
・

午
前
６
時
出
発
（
時
間
厳
守
）

B
長
野
県
戸
隠
ス
キ
ー
場
（
宿
泊
＝
高
妻

ロ
ッ
ヂ
蕁
０２６
・
２５４
・
２
２
３
０
）

C
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
（
※
小
学

３
・
４
年
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
、
そ

の
他
の
保
護
者
も
参
加
可
）

D
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員
に
よ

る
指
導
　
　
　
　
　

F
４０
人

G
小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
万
６
０
０
０

円
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）
２
万
９
０
０

０
円
（
２
泊
・
７
食
、
講
習
費
、
交
通
費

代
）
※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
、
リ

フ
ト
券
、
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
代
は
別
途

H
１１
月
３０
日
ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
記
入
の
う
え
現
金
を
添
え
て
窓
口
へ

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６
、
飯
田
蕁
９９６
・
７
２
５
５
　

A
１２
月
９
日
貊

午
前
９
時
３０
分
八
潮
市

役
所
前
庭
集
合
･
出
発
、
午
後
１
時
講
習

開
始

B
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
鴻
巣
市
）

C
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
普
通
免
許
以

上
の
免
許
を
所
有
し
て
い
る
方

第
２１
回
八
潮
市
民
音
楽
祭

青
少
年
絵
・
ア
フ
レ
コ
体
験
講
座

第
１９
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
縁
結
日

おしらせHOTコーナー　催し

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
講
演
会
・

家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会

「
体
験
講
座
」
水
引
き
講
座

第
１８
回
収
蔵
品
展

『
祝
　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
』

公
民
館
子
ど
も
講
座

「
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

第
４
回
八
潮
市
民
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

高
齢
者
運
転
適
正
診
断

第
３１
回
農
業
祭

普
通
救
命
講
習
会

暮
ら
し
の
法
律
無
料
相
談
会

A
１２
月
１１
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時

３０
分
　
B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
　
D
各
種

許
認
可
申
請
、
契
約
書
、
遺
言
、
外
国
人

等
に
関
す
る
相
談
。
マ
ン
シ
ョ
ン
お
よ
び

不
動
産
取
引
全
般
に
関
す
る
相
談
。

相
談
員
＝
行
政
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
主

任
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
　
G
無
料
　
I

埼
玉
県
行
政
書
士
会
草
加
支
部
・
香
野

蕁
９２５
・
７
０
６
３
、
埼
玉
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
埼
玉
東
支
部
・
渡
辺
蕁

９３２
・
６
７
６
７
、
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
・
伊
藤
蕁
９９４
・
６
０
８
６

暮
ら
し
と
事
業
の
よ
ろ
ず
相
談
会

A
１２
月
１０
日
貍

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後

３
時
３０
分
　
B
浦
和
駅
前
コ
ル
ソ
７
階
ホ

ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
１
―
１

２
―
１
）

D
弁
護
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
税
理
士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
公
認
会
計
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、

公
証
人
、
司
法
書
士
に
よ
る
面
接
相
談

G
無
料
　
H
予
約
不
要
　
I
埼
玉
司
法
書

士
会
蕁
０４８
・
８６３
・
７
８
６
１

英
会
話
教
室

英
語
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

A
毎
日
、
時
間
は
相
談
※
原
則
と
し
て
、

毎
週
同
じ
時
間
帯
　
B
大
曽
根
１
４
６
８

―
２
　
G
月
会
費
５
０
０
０
円
（
週
に
１

時
間
参
加
す
る
場
合
）

I
ア
ン
・
エ
バ

ン
ヘ
リ
ス
タ
蕁
９９７
・
４
８
１
６
　
Ｅ
メ

ー
ルannsensei27@

hpo.net

Fun
W
ith

English
Club

親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
英
語
の
サ
ー
ク
ル

A
毎
週
火
曜
日
ま
た
は
水
曜
日
　
午
前
１１

時
〜
　
B
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
C
満
１
歳

６
カ
月
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親
　
D

英
会
話
の
英
語
の
歌
や
ダ
ン
ス
ほ
か
　
G

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
２
０
０

円
　
I
河
治
蕁
９９６
・
０
０
９
４
（
夕
方
）

甲
子
ク
ラ
ブ
　
占
い
（
気
学
）
手
相

A
木
曜
日
（
毎
月
２
回
随
時
相
談
に
よ
り

決
定
）
午
後
２
時
〜
４
時
　
B
や
し
お
生

涯
楽
習
館
ほ
か
　
C
初
心
者
　
G
月
会
費

１
５
０
０
円
　
I
西
本
蕁
９９８
・
１
４
６
２

自
分
だ
け
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
！？

A
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
・
土
曜
日
・

水
曜
日
＝
午
後
３
時
〜
４
時
、
土
曜
日
＝

２
時
〜
３
時
　
B
㈱
コ
ヤ
マ
２
階
（
大
字

二
丁
目
１９６
―
２
）

D

２００
種
類
の
パ
ー

ツ
の
中
か
ら
選
ん
で
１
回
で
作
成
で
き
る

自
分
だ
け
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
を
作
成
　
G
１
回
１
０
０
０
円
（
材
料

費
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
２
個
・
お
茶
代
込
み
）

I
小
山
蕁
９９８
・
４
３
３
３

無
料
配
布
！

廃
油
か
ら
の
手
作
り
「
固
形
石
け
ん
」

A
１２
月
５
日
豺

午
前
９
時
〜
　
B
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
　
F
７０
人
（
先
着
順
）

I

消
費
生
活
を
考
え
る
会
・
金
森
蕁

９９６
・
６
８
４
４

認
知
症
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

A
１２
月
①
４
日
・
②
２５
日
（
各
日
曜
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　
B
八
潮
メ
セ
ナ

会
議
室
　
D
①
介
護
体
験
談
・
認
知
症
ケ

ア
の
実
際
②
呆
け
て
も
普
通
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
・
成
年
後
見
制
度
　
G
無

料
（
軽
食
あ
り
）
F
３０
人
　
H
や
し
お
寿

苑
・
田
嶋
蕁
９３０
・
５
１
１
１

健
康
体
操
『
楽
習
会
』

A
毎
週
金
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
G
入
会
金

１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
　
I

岡
部
蕁
９２９
・
１
９
２
５

大
正
琴

初
心
者
歓
迎
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

A
第
２
・
４
月
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時

B
や
し
お
楽
習
館
ほ
か
　
G
入
会
金
２
０

０
０
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
　
I
瀬
戸

蕁
９９８
・
３
９
８
７

江
戸
時
代
よ
り
続
く
天
然
藍
染
技
法

本
物
の
阿
波
藍
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

A
１２
月
３
日
貍
・
４
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
G
綿
ハ
ン
カ
チ
＝
３
０
０
０

円
・
絹
ス
カ
ー
フ
＝
８
０
０
０
円
※
生
地

持
ち
込
み
の
場
合
は
実
費
に
て
　
I
蛙
印

染
色
工
芸
㈱
蕁
９９６
・
４
０
７
５

趣
味
で
唄
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
〜
ジ
ャ
ル
ダ
ン

A
毎
月
第
３
水
曜
日
　
午
後
１
時
〜
　
B

草
加
市
内
公
民
館
　
G
入
会
金
３
０
０
０

円
、
月
会
費
１
０
０
０
円
（
教
材
費
別
）

I
石
田
蕁
９４２
・
３
１
０
０
（
午
後
９
時

以
降
）

や
し
お
歩
け
歩
け
協
会
会
員
募
集

歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
各
地
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

D
月
に
一
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
を
歩
く

G
年
会
費
１
人
２
０
０
０
円
※
会
員
の
家

族
は
１
人
１
０
０
０
円
　
I

松
田
蕁

９９６
・
０
３
８
５
、
小
林
蕁
９２４
・
５
２
２

８
、
畑
蕁
９９６
・
４
９
６
６
、
山
田
蕁

９９６
・
２
２
８
７

障
害
児
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
”
み
の

り
“
メ
ン
バ
ー
募
集

お
友
達
を
作
り
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
？

A
毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
　
B

八
幡
公
民
館
別
館
ほ
か
　
C
未
就
園
児

D
午
後
１
時
〜
２
時
＝
し
つ
け
遊
び
・
製

作
な
ど
、
午
後
２
時
〜
３
時
＝
リ
ト
ミ
ッ

ク
体
操
※
毎
回
講
師
が
指
導
　
G
入
会
金

２
０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
　
I

山
本
蕁
９９９
・
２
０
１
５

税
理
士
が
改
正
消
費
税
を
無
料
相
談

平
成
１７
年
か
ら
課
税
事
業
者
に
な
る
個
人

経
営
の
方
で
、
簡
易
課
税
方
式
を
選
択
の
場

合
、
１２
月
末
が
書
類
の
提
出
期
限
で
す
。

A
１２
月
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
後

１
時
〜
４
時
　
B
関
東
信
越
税
理
士
会
越

谷
支
部
（
越
谷
税
務
署
向
い
）
I
関
東
信

越
税
理
士
会
越
谷
支
部
蕁
９６２
・
６
１
３

１



な
お
、
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と
腕
章

を
携
帯
し
、
立
会
い
を
求
め
た
り
、
敷
地

内
に
立
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A
１１
月
上
旬
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日

I
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本

支
社
都
市
再
生
企
画
部
蕁
０３
・
５
３
２

３
・
２
３
９
２

H

１２
月
１２
日
豺
か
ら
１６
日
貊
ま
で
に
、

市
役
所
１
階
第
四
会
議
室
へ
申
請
書
を
持

参
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
１１
時
３０

分
・
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
、
提
出
要
領

は
財
政
課
物
品
契
約
担
当
で
配
布
の
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

I
財
政
課
蕁
A
４
４
５

①
入
学
準
備
金
（
無
利
子
）

C
高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
に
入
学
す
る

こ
と
が
確
実
な
方
の
保
護
者
で
、
入
学
費

用
の
支
払
が
困
難
な
方

G
高
校
・
専
修
学
校
＝
１５
万
円
以
内
、
大

学
＝
２５
万
円
以
内

H
１２
月
１
日
〜
２８
日

②
教
育
資
金
（
無
利
子
）

C
高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
に
在
学
ま
た

は
入
学
す
る
こ
と
が
確
実
で
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
の
保
護
者

G

高
校
・
専
修
学
校
＝
３０
万
円
以
内
、

大
学
＝
５０
万
円
以
内

H
１２
月
２８
日
ま
で

―
①
②
共
通
―

C
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
方
。
保
証
人
１
人
要
（
原
則
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
か
つ
１
年
以
上
居
住
）

D
卒
業
後
６
カ
月
以
内
据
え
置
き
、
５
年

以
内
に
返
済

I
教
育
総
務
課
蕁
A
３
７
７

A
１１
月
１３
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
午
後
６
時
以
降
は
平
常
通
り

I
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４

時
、
１２
月
４
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
４

時★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

A
毎
週
木
曜
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

B
納
税
課
（
１２
番
窓
口
）、
国
保
年
金
課

（
６
番
窓
口
）

◎
市
税
口
座
振
替
の
お
願
い

納
付
に
は

「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
預
貯

金
通
帳
・
通
帳
登
録
印
鑑
を
持
っ
て
金
融

機
関
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
・
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３

日
常
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
心
配
な
こ

と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
　
午
後
１
時

〜
４
時
（
電
話
相
談
も
可
）

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
蕁
９９８
・
７
６
１
６
　

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
※
１１
月
か
ら
同
会
場
の
み

G
無
料

I
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
９９５
・
３
６
３
６

皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
よ
り
一
層
保
護

す
る
た
め
に
、
次
の
証
明
書
請
求
お
よ
び

届
出
の
際
に
は
、本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
な

ど
、
本
人
確
認
証
の
ご
提
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

D
証
明
書
の
請
求
（
住
民
票
、
戸
籍
謄

（
抄
）
本
な
ど
）、
住
民
異
動
届
出
（
転
入
、

転
居
、転
出
、
世
帯
変
更
）、戸
籍
の
創
設

的
な
届
出
（
婚
姻
、離
婚
、養
子
縁
組
な
ど
）

I
市
民
課
蕁
A
２
１
３

国
土
交
通
省
の
委
託
を
受
け
「
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
」
が
、
市
内
の
人

口
集
中
地
区
の
一
部
を
対
象
に
し
て
、
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

土
地
の
境
界
や
道
路
に
接
す
る
境
界
を
確

定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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教
養
試
験
お
よ
び
論
文
試
験

〈
一
般
事
務
〉

A
平
成
１８
年
１
月
８
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

B
八
潮
メ
セ
ナ

〈
保
育
士
、
保
健
師
、
消
防
士
〉

A
平
成
１８
年
１
月
１５
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

B
八
潮
メ
セ
ナ

◆
第
１
次
試
験
合
格
発
表

平
成
１８
年
１
月
３１
日
貂
予
定

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。（
電
話
照
会
は
不
可
）

①
グ
ル
ー
プ
討
論
（
保
健
師
を
除
く
）

A
平
成
１８
年
２
月
９
日
貅
の
指
定
す
る
時

間B
八
潮
市
役
所

D
少
人
数
で
討
論
を
行
い
、
受
験
者
の
知

識
、
考
え
方
、
発
表
能
力
等
を
試
験

心
配
ご
と
相
談
事
業

A
１２
月
１１
日
豸

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

B
八
條
公
民
館
会
議
室
１

C
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
※
幼
児
は
保
護

者
同
伴
の
こ
と

D
「
人
形
劇
団
ピ
ッ
コ
ロ
」
に
よ
る
人
形

劇
『
３
匹
の
子
ぶ
た
』『
山
寺
の
お
し
ょ

う
さ
ん
』

F

１００
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
）
へ

A
１２
月
１
日
貅
〜
９
日
貊

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
入
札
結
果
＝
１２
月
１４
日
貉

午
後
１
時

発
表

C
市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な
方

D
展
示
期
間
中
、
希
望
価
格
を
入
札
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
入
札
は
自
転
車
、
家

具
な
ど
を
含
め
、
１
人
１
品
で
す
。

I
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
９９７
・
６
６
９

６A
１１
月
２０
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

（
雨
天
実
施
）

B
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場
敷
地

内
（
越
谷
市
増
林
三
丁
目
２
番
１
）

D
ご
み
処
理
施
設
紹
介
、
展
望
台
公
開
、

苗
木
・
堆
肥
配
布
、
リ
ユ
ー
ス
展
ほ
か

I
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
蕁
９６６
・
０
１

２
１

A
１２
月
３
日
〜
１７
日
（
毎
週
土
曜
日
・
全

３
回
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

B
八
幡
公
民
館
研
修
室

C
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

F
２０
人
（
申
込
順
）

E
５
号
ま
た
は
６
号
か
ぎ
針
、
糸
き
り
は

さ
み

G

８００
円

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
社
会
教
育
課

（
蕁
A
３
５
７
）
へ

①
絵
手
紙
教
室

A
１２
月
６
日
〜
２０
日
（
毎
週
火
曜
日
・
全

３
回
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

C
市
内
在
住
・
在
勤
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方

F
１５
人
（
支
援
費
受
給
者
優
先
・
そ
の
他

申
込
順
）

G
参
加
費
＝
支
援
費
受
給
者
は
市
が
決
定

し
た
額
・
そ
の
他
の
方
は
１
回
に
つ
き

１００
円
※
毎
回
徴
収
、
材
料
費
＝
３
回
で

５００
円
程
度
（
欠
席
の
場
合
も
材
料
費
の

返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
在
宅
介
護
者
の
交
流
事
業

A
１１
月
３０
日
貉

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

D
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
介
護
相

談
・
介
護
の
コ
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

C
市
内
在
住
で
要
介
護
１
以
上
の
在
宅
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

F
３０
人
（
先
着
順
）
※
５
人
未
満
の
場
合

中
止

G

１００
円
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

参
加
者
負
担
）

―
①
②
共
通
―

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

H
①
１１
月
２１
日
ま
で
、
②
１１
月
２２
日
ま
で

に
電
話
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
蕁

９９５
・
３
６
３
６
）
へ

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

A
１１
月
１５
日
貂

午
後
５
時
１５
分
〜
７

や
し
お
子
ど
も
編
み
物
教
室

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
！

おしらせHOTコーナー　催し・案内
公
民
館
幼
児
家
庭
教
育
学
級

「
わ
い
わ
い
！
わ
く
わ
く
！
人
形
劇
場
」

②
面
接
試
験

A
平
成
１８
年
２
月
１０
日
貊
・
１３
日
豺
・
１４

日
貂
の
う
ち
指
定
す
る
日
時

B
八
潮
市
役
所

③
体
力
測
定
（
消
防
士
の
み
）

A
平
成
１８
年
２
月
９
日
貅
の
指
定
す
る
時
間

B
八
潮
市
消
防
署
ほ
か

◆
第
２
次
試
験
合
格
発
表

平
成
１８
年
２
月
２４
日
貊
予
定

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。（
電
話
照
会
は
不
可
）

◆
採
用
予
定
日

平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降

H
１１
月
２４
日
貅
〜
３０
日
貉

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に

伴
う
現
地
調
査
の
実
施

第
１０
回
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

リ
ユ
ー
ス
ま
つ
り

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

平
成
１７
・
１８
年
度
　
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
平
成
１８
年
度
追
加
分
）
の
受
付

入
学
準
備
金
・
教
育
資
金
の
貸
付

※
郵
送
の
場
合
は
１１
月
３０
日
貉
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
申
込
書
と
共
に
、
宛
名
を

明
記
し
、
８０
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
採
用
試
験
案
内
書
の
配
布
〉

１１
月
１０
日
貅
か
ら
３０
日
貉
ま
で
総
務
人

事
課
で
配
布
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

郵
送
希
望
の
方
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
案
内
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
宛
名
を

明
記
し
た
角
２
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒

（
１４０
円
切
手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、

（
〒
３４０
―
８
５
８
８
　
中
央
一
丁
目
２
番

地
１
）
総
務
人
事
課
人
事
担
当
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

I
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
８
・
２
５
３
　

市
職
員 

採
用
試
験 

都市計画変更の位置図 

資料館 

手代橋 

柳
之
宮
小 

綾 瀬 川

草
加
市 

八
潮
市 資

料
館・タ
ブ
ノ
キ
通
り

至
草
加
駅 

南後谷西地区 

南後谷西地区の都市計画変更案縦覧 
　都市計画法１７条第１項の規定に基づき、都市計画の案
の縦覧を行います。この計画案について意見のある方は
縦覧期間満了の日までに意見書を提出できます。なお、意
見書を提出できる方は市内在住の方および利害関係人です。 

A１１月２５日貊～１２月９日貊　午前８時３０分～午後５時１５分（土
日を除く）※草加市は午後５時まで。八潮市では土・日曜日も縦
覧できます。 
D①区域区分の変更（市街化区域への編入）②用途地域の
変更（準工業地域・工業地域）③地区計画の変更 
④公共下水道の変更（排水区域の拡大） 
B市都市デザイン課および市下水道課、草加市住宅都市計画課、

三郷市都市計画
課、埼玉県都市計
画課、埼玉県越谷
県土整備事務所 
※①②については、
埼玉県都市計画
課ホームページ 
（http://www.pref. 
saitama.lg.jp/A10/ 
BB00/top.htm）で
も閲覧可 
※③④の縦覧場
所は、八潮市のみ 
I ①②③都市デ
ザイン課蕁A３２０、
④下水道課 
蕁A８２０ 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）

募 集 人 員  
　地方公務員法第１６条に規定する
欠格条項に該当する方は、受験できま
せん。また、一般事務と他職種との重
複申し込みはできません。 

F４人 
C昭和５６年４月２日以降に生まれた方 
 
F２人 
C昭和５６年４月２日以降に生まれた方
で保育士の資格を有する方、または平
成１８年３月までに資格取得見込みの方 
　 
F１人 
C昭和５０年４月２日以降に生まれた方
で保健師の資格を有する方、または平
成１８年３月までに資格取得見込みの方 
　 
F３人 
C昭和５６年４月２日以降に生まれた方 

一 般 事 務  

保 育 士  

保 健 師  

消 防 士  

証
明
書
の
請
求
の
際
も

本
人
確
認
の
ご
協
力
を

市
民
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

試
験
申
込
受
付
期
間
等



おしらせHOTコーナー　案内・募集

ま
す
。
建
築
行
為
は
期
限
ま
で
に
着
手
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
３
２
２
、
越
谷

県
土
整
備
事
務
所
蕁
９６４
・
５
２
２
１

入
居
予
定
日

平
成
１８
年
１
月
上
旬

※
募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
者
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

H
１１
月
１８
日
ま
で
に
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、建
築
課（
蕁
A
３
２
４
・
３
２
６
）へ

こ
れ
ま
で
、
定
期
的
に
年
４
回
広
報
紙

で
募
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１１
月
か

ら
、
毎
月
募
集
を
行
い
ま
す
。
募
集
案
内

に
つ
い
て
は
、市
建
築
課
で
配
布
し
ま
す
。

募
集
案
内
配
布
＝
毎
月
１８
日
〜
２６
日

入
居
申
込
期
間
＝
毎
月
２０
日
〜
２６
日

I
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
募
集
販
売
本
部
蕁
０３
・

３
３
４
７
・
４
３
７
５

C
２
等
陸
・
海
・
空
士
＝
１８
歳
以
上
２７
歳

未
満
の
男
性

試
験
日

１２
月
４
日
豸

H
１１
月
３０
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
請

I

自
衛
隊
朝
霞
募
集
事
務
所
蕁
０４８
・

４６６
・
４
４
３
５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.saitama.plo.jda.go.jp/

（６） 平成17年11月10日 広報 No.660

納
税
表
彰
式

A
１１
月
１５
日
貂

午
後
４
時
〜

B
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
の
表
彰
式

A
１１
月
１７
日
貅

午
後
３
時
〜

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

I
越
谷
税
務
署
蕁
９６５
・
８
１
１
１

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
中
小
企
業
の

皆
さ
ん
の
た
め
の
政
府
系
金
融
機
関
で
す
。

〈
国
の
事
業
ロ
ー
ン
〉

G
４
８
０
０
万
円
以
内

利
率
＝
年
1.8
〜
1.85
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
期
間
＝
運
転
資
金
５
年
以
内
、
設
備

資
金
１０
年
以
内

〈
新
企
業
育
成
貸
付
〉

G
７
２
０
０
万
円
以
内
（
運
転
資
金
４
８

０
０
万
円
以
内
）

利
率
＝
年
0.9
〜
2.1
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
期
間
＝
運
転
資
金
５
年
以
内
、
設
備

資
金
１５
年
以
内

I

国
民
生
活
金
融
公
庫
越
谷
支
店
蕁

９６４
・
５
７
１
９

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

（
１１
月
１２
日
〜
２５
日
）
の
一
環
と
し
て
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な

ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
関
し
て
電
話
相
談

を
開
設
し
ま
す
。

A
１１
月
２０
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
※
通
常
相
談
＝
月
〜
金
曜
日
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
蕁
０４８
・

８６３
・
６
２
４
１

G
無
料

I
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

蕁
０４８
・
８６３
・
９
５
８
９

税
を
考
え
る
週
間
を
機
に
、
税
の
意
義

や
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
全
国

的
に
各
種
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

年
金
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

A
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時

☆
年
金
の
受
給
手
続
き
に
関
す
る
相
談

蕁
０
５
７
０
・
０５
・
１
１
６
５

☆
既
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
相
談

蕁
０
５
７
０
・
０７
・
１
１
６
５

☆
国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
の
加
入
や

保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
引

き
続
き
、
春
日
部
社
会
保
険
事
務
所
蕁

０４８
・
７３７
・
７
１
１
１
へ

I

埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課
蕁

０４８
・
８２３
・
３
３
０
０

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整
や
確
定

申
告
を
行
う
際
に
、社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
等
の
証
明
書
の

添
付
や
提
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

証
明
書
や
領
収
証
書
は
申
告
を
行
う
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

I
社
会
保
険
庁
・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
蕁
０
５
７
０
・
００
・
９
９
１
１

１２
月
１
日
貅
か
ら
、「
八
潮
駅
北
口
〜

六
ツ
木
都
住
〜
綾
瀬
駅
」
間
を
運
行
経
路

と
す
る
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
予
定
で

す
。
運
行
時
刻
等
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
事

業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

B
八
潮
市
内
停
留
所
は
次
の
４
箇
所
＝

「
八
潮
駅
北
口
（
の
り
ば
４
）」「
八
潮
駅

北
入
口
」「
新
葛
西
橋
」「
垳
公
民
館
」

D
平
日
往
復
約
４４
便
運
行
予
定

G
八
潮
駅
北
口
〜
綾
瀬
駅
間
２１０
円

I
朝
日
自
動
車
㈱
本
社
事
務
所
蕁
９７８
・

５
０
２
１

平
成
１２
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴

い
「
既
存
宅
地
確
認
制
度
」
の
経
過
措
置

が
、
平
成
１８
年
５
月
１７
日
で
廃
止
と
な
り

国
民
生
活
金
融
公
庫
の

貸
し
付
け
制
度

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ス
タ
ー
ト
！

市
営
住
宅
入
居
者

税
を
考
え
る
週
間

１１
月
１１
日
〜
１７
日

新
路
線
バ
ス
の
運
行
開
始

八
潮
駅
北
口
〜
綾
瀬
駅

本
来
、
子
ど
も
を
あ
た
た
か
く
守
り
育

て
る
べ
き
親
が
、
子
ど
も
に
暴
行
を
加
え

て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
事
件
が
多

発
し
、
児
童
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
児
童
虐
待
防

止
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、

国
・
県
・
市
お
よ
び
住
民
が
連
携
し
、
虐

待
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全

な
発
育
・
発
達
を
損
ね
る
著
し
い
人
権
侵

害
で
す
。
皆
さ
ん
の
力
で
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
次
の
よ
う
な
「
虐
待
を
受
け

て
い
る
」
と
思
わ
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

身
近
な
窓
口
に
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
身
体
的
虐
待

な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し
め
る
、
熱

湯
を
か
け
る
、
溺
れ
さ
せ
る
　
な
ど

②
性
的
虐
待

性
交
や
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る
、

ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
　
な
ど

③
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間

の
差
別
的
扱
い
　
な
ど

※
子
ど
も
の
目
の
前
で
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
が
そ
の
相
手
に
暴
力
を
振
る
う
こ
と

も
、
心
理
的
虐
待
の
一
種
に
な
り
ま
す
。

④
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
放
置
す
る
、
病
気
や
ケ
ガ
を

し
て
も
病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い

な
ど

子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
が
あ
る
時
は
、

こ
ん
な
と
き
は
通
告
を

木製ベッド（二段ベッド
の片方・無料）、パソコ
ン（プリンター付・６万
円）、デジタルピアノ（イ
ス付・３万円）、車イス（小
型・無料）、ダイエットマ
シーン（自転車型・３千
円） 

HI商工振興課 
　　　蕁A３３６ 

ゆずります 

※問題が生じた時は当
事者間で解決をしてい
ただき、市は責任を負い
かねます。 

控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

老人世帯向け住宅（60歳以上）　※単身入居者 

募集住宅・戸数 間取り・家賃 

鶴ヶ曽根住宅 
平家建　１戸 
（鶴ヶ曽根１５５５番地１） 

２DK 
月　額 
９,６００円～２１,１００円 

一般世帯向け住宅 　※単身入居不可 

募集住宅・戸数 間取り・家賃 

中馬場住宅 
２号棟　１戸 
（八潮八丁目７番地13） 

３DK 
月　額 
３１,９００円～７０,０００円 

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

蕁
９
９
５
・
３
３
８
１ 

A
１１
月
２５
日
・
１２
月
２
日
・
９
日
（
各
金

曜
日
）
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

B
吉
川
保
健
所
大
会
議
室
（
吉
川
市
保

５４３
―
１
蕁
９８２
・
１
４
３
１
）

C
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
ま
た
は
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
を
持
つ
方
の
家
族
で
、
原
則
と
し

て
３
回
出
席
で
き
る
方

H
１１
月
２２
日
ま
で
に
、
草
加
保
健
所
保
健

予
防
推
進
担
当
（
蕁
９２５
・
１
５
５
１
）

へ

A
１２
月
１１
日
豸

午
後
１
時
〜
４
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

A
１２
月
１２
日
豺

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
家
族
教
室

１２
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
身
近
な
相
談
窓

口
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
つ
い
子
ど
も
を

叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う

・
ど
う
し
て
も
子
ど
も
が
か
わ
い
く
思
え

な
い

・
ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る

・
子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
き
か
ず
、
い
つ

も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
精
神
的
、
身
体
的
に
自
分
の
こ
と
で
精

一
杯
で
子
育
て
が
で
き
な
い

・
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
　
な
ど

八潮駅前交番ができました！ 
　つくばエクスプレ
スの開通に伴ない、
「八潮南交番」が
駅前に移転すること
となり、１１月１日、
「八潮駅前交番」
が開所しました。こ
の交番は、皆さん
に親しんでもらおうと、
駅前の風景に合わせ、
丸みを帯びた優しい
イメージをデザインに
取り入れました。 

　なお、管轄区域は、八潮南交番と同じく、「二丁目、中馬場、
木曽根、南川崎、伊勢野、大瀬、古新田」です。 

I草加警察署八潮駅前交番蕁９９７-０７５１ 

交番開所式 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
経
過
措
置

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

募
集
方
法
が
変
り
ま
す

通告・相談窓口 

※誰から相談や通告があったか知ら 
　れないように、秘密は守られます。 

名　　称 電話番号 

市児童障害課 

市家庭児童相談員 

保健センター 

埼玉県越谷児童相談所 

埼玉県草加保健所 

B４２７ 

B４７２ 

９９５-３３８１ 

９７５-７５０７ 

９２５-１５５１ 

ぜ
ひ
ご
相
談
を

C
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
と
保
護
者

D
卵
と
乳
製
品
を
除
く
菓
子
・
軽
食
作
り

※
保
育
あ
り

G
１
０
０
０
円

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

C
高
齢
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、
歯
科
医
院

へ
の
通
院
が
困
難
な
方

D
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
治
療
、
口
腔
衛

生
指
導
等
（
歯
科
医
師
が
自
宅
へ
訪
問
）

G
各
種
保
険
に
基
づ
く
一
部
負
担
金
あ
り

I
八
潮
歯
科
医
師
会
窓
口
・
な
か
つ
か
歯

科
医
院
蕁
９９５
・
７
４
５
３
、
保
健
セ
ン

タ
ー女

性
の
心
と
体
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師

に
よ
る
健
康
相
談
を
、
随
時
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
レ
ル
ギ
っ
子
の
親
の
調
理
実
習

女
性
の
健
康
相
談

自
衛
官

訪
問
歯
科
診
療

イ
イ
ロ
ウ
ゴ

イ
イ
ロ
ウ
ゴ



中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助

長
閑

の
ど
か

な
る
霞
み
し
春
の
川
岸
に

羽
音
軋き

し

ま
せ
水
鳥
の
舞

八
　
條
　
　
斎
藤
　
孝
男

さ
わ
さ
わ
と
涼
風
吹
い
て
畔
道
に

黄
金
色
し
た
稲
穂
の
ゆ
れ
る

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武

星
目

せ
い
も
く

の
碁
に
歯
も
立
た
ず
口
惜
し
く

孫
の
手
ほ
ど
き
ゲ
ー
ム
器
を
買
う

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子

駆
け
足
で
働
き
つ
づ
け
幾
年
月

ふ
と
気
が
つ
け
ば
年
金
の
秋

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子

赤
ト
ン
ボ
寺
の
境
内
に
群
れ
を
な
す

ご
先
祖
さ
ま
の
お
会
式
最
中

さ
な
か

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子

柔
道
を
戦
い
て
い
ま
涙
拭
く

小
さ
き
こ
ぶ
し
逞
し
く
見
ゆ

柿
沼
　
　
清

こ
の
町
に
電
車
が
走
る
と
祖
母
の
目
も

輝
き
て
い
ま
話
題
沸
騰

ふ
っ
と
う

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和

中
秋
の
名
月
愛め

で
る
庭
さ
き
に

虫
の
音ね

聞
き
つ
し
ば
し
く
つ
ろ
ぐ

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３

柿
の
木
　
古
新
田
　
　
三
ヶ
島
千
枝

目
を
つ
む
る
と

亡
き
父
と
母
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る

庭
の
真
ん
中
に
は

祖
父
の
植
え
た
柿
の
木
が
あ
る

そ
の
木
の
下
で
、
父ち

ち

は
薪
割
り
を
す
る

母は
は

は
御
座

ご

ざ

を
敷
い
て
小
豆
を
干
す

子
供
の
私
は
、
そ
の
回
り
で

縄
飛
び
や
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ

そ
ん
な
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る

あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
流
れ
た

い
ま
も
私
は
故
郷
へ
里
帰
り
す
る
と

柿
の
木
は
夫
と
私
と
子
供
た
ち
を

父
母

ち
ち
は
は

の
腕
の
よ
う
な
枝
を
拡
げ
て

迎
え
て
く
れ
る

八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子

野
仏
の
裳
裾
を
飾
る
蔦
紅
葉

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明

身
を
寄
せ
し
雀
三
羽
に
秋
の
雨

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香

柿
ば
か
り
た
わ
わ
に
実
り
過
疎
の
村

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み

あ
の
子
に
も
こ
の
孫
に
も
と
芋
を
掘
る

八
　
條
　
　
松
永
　
晴
夫

朝
も
や
の
背
び
れ
打
ち
あ
う
鮭
の
群

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子

新
涼
や
浅
草
め
ぐ
る
人
力
車

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江

秋
の
夜
や
渋
茶
を
そ
そ
ぐ
湯
音
か
な

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義

浅
草
の
巨
大
提
灯
秋
深
む

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝

右
隣
り
左
隣
り
も
秋
刀
魚

さ

ん

ま

か
な

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道

窓
明
け
て
夜
風
虫
の
音ね

ほ
し
い
ま
ま

中
央
一
　
　
山
角
　
微
陽

野
分
け
す
ぎ
月
輝
き
ぬ
カ
ネ
タ
タ
キ

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子

黄
落

こ
う
ら
く

や
二
人
の
影
も
長
く
な
り

八
潮
七
　
　
茂
村
　
つ
留

彼
岸
花
真
っ
赤
に
染
ま
る
巾
着

き
ん
ち
ゃ
く
田

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉

蟋
蟀

こ
お
ろ
ぎ

の
音ね

我
が
憂う

き
心
知
る
ご
と
く

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝

産
卵
に
向
う
故
郷

ふ
る
さ
と

サ
ケ
の
群
れ

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿

座
敷
に
も
入
日
の
伸
び
て
菊
日
和

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子

静
け
さ
や
空
の
淡
さ
と
冬
ざ
く
ら

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子

今
年
ま
た
柿
食は

む
幸
せ
味
わ
い
ぬ

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏

秋
祭
り
太
鼓
の
音
も
ビ
ル
の
中

大
　
瀬
　
　
鹿
野
久
太
郎

菊
人
形
招
く
町
内
老
人
会

大
　
瀬
　
　
吉
川
　
照
子

窓
の
月
見
つ
つ
明
日
の
日
を
思
う

中
央
二
　
大
久
保
き
よ
子

西
瓜
割
り
指
名
さ
れ
し
も
的
は
ず
れ

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子

解
禁
の
網
に
銀
鱗
か
が
や
き
て

ワ
カ
サ
ギ
お
ど
る
芦
の
湖
の
朝

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

本
紙
よ
り
一
層
重
き
広
告
の

入
り
た
る
土
曜
の
朝
の
新
聞

木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門

尾
を
引
い
て
走
る
流
星
ふ
る
さ
と
の

彼
岸
の
屋
根
を
か
す
め
消
え
ゆ
く

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ

秋
日
和
と
ん
ぼ
取
り
す
る
子
等

こ

ら

の
居
て

幼
き
頃
を
思
い
出
ず
る
日

こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

A
１１
月
２６
日
貍
・
２７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
　

B
総
合
体
育
館
お
よ
び
周
辺
　

D
市
内
の
商
工
農
業
者
に
よ
る
展
示
・
販

売
・
地
元
で
取
れ
た
農
作
物
の
即
売
ほ
か

G
無
料
　

I
こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
実

行
委
員
会
事
務
局
（
越
谷
市
商
工
会
内
）

蕁
９６６
・
６
１
１
１

農
業
祭

A
１２
月
１１
日
豸

午
前
１０
時
〜
　

B
ア
コ
ス
ホ
ー
ル
（
草
加
駅
東
口
前
）

D
サ
ン
ト
ウ
サ
イ
・
コ
マ
ツ
ナ
・
ク
ワ

イ
・
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
野
菜
と
シ
ク
ラ
メ

ン
・
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
販
売
、
つ
き
た
て

餅
や
豚
汁
な
ど
の
模
擬
店

I
産
業
振
興
課
蕁
９２２
・
０
１
５
１
A
３

６
８
１

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

A
１１
月
２６
日
貍
・
２７
日
豸

午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
（
２７
日
午
後
３
時
ま
で
）

B
三
郷
市
勤
労
者
体
育
館
・
市
民
広
場

（
三
郷
駅
か
ら
金
町
駅
行
き
ま
た
は
新
三

郷
行
き
バ
ス
で
「
三
郷
市
役
所
下
車
」）

D
商
工
ま
つ
り
・
農
業
祭
・
消
費
生
活

展
・
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

I
商
工
農
政
課
商
工
振
興
係
蕁
９５３
・
１

１
１
１
A
２
２
６
１

吉
川
市
民
ま
つ
り

A
１１
月
２０
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　

B
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

（
吉
川
駅
北
口
か
ら
「
お
あ
し
す
行
き
」

バ
ス
、
ま
た
は
「
吉
川
き
よ
み
野
行
き
」

バ
ス
で
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

前
」
下
車
す
ぐ
）
※
駐
車
場
な
し
　

D
野
菜
や
た
ま
ご
な
ど
の
販
売
、
吉
川
産

米
つ
か
み
ど
り
、
も
ち
つ
き
、
体
力
測
定
、

福
引
抽
選
会
、
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
　

I
吉
川
市
市
民
参
加
推
進
課
蕁
９８２
・
９

６
８
５

埼
玉
県
芸
術
文
化
祭
２
０
０
５
分
野
別
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン

サ
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
in
エ
ロ
ー
ラ
」

A
１１
月
２０
日
豸

午
後
１
時
開
演
　

B
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）

D
県
内
で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家

１５
団
体
　

G
無
料
　

I
さ
い
た
ま
芸
術
文
化
祭
松
伏
町
実
行
委

員
会
事
務
局
（
松
伏
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
内
）
蕁
９９１
・
１
８
７
３
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松
伏
町 

吉
川
市 

三
郷
市 

草
加
市 

越
谷
市 

平
成
１８
年
４
月
入
所
の
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
生
後
６
カ
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
市
内
に
保
育
所
を

７
カ
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
１８
年
１
月
４
日
貉
〜
８

日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
期
間
厳

守受
付
場
所

市
役
所
第
４
会
議
室
（
１

階
）、
ま
た
は
各
市
立
保
育
所

※
各
保
育
所
で
は
、
土
曜
日
お
よ
び
日
曜

日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
時
に
は
、
必
ず
入
所
希
望
の

児
童
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
③
平
成
１７
年
分
の
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
写
し
等
（
確
定
申
告
の

方
は
申
告
後
、速
や
か
に
提
出
願
い
ま
す
）

※
①
・
②
の
用
紙
は
１１
月
１７
日
貅
以
降
、

児
童
障
害
課
ま
た
は
各
市
立
保
育
所
で
配

布
し
ま
す
。

入
所
基
準

児
童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

同
居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
児
童
を
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合①
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し

て
い
る
こ
と

②
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事

以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て

い
る
こ
と

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出
産
後
間

が
な
い
こ
と
（
産
前
６
週
、
産
後
８
週
の

間
）

④
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
負
傷
し
、

ま
た
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有

し
て
い
る
こ
と

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
ま

た
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
こ

と⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分
、
土
曜
日
＝
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分

※
時
間
外
・
延
長
保
育
な
ど
有
り

保
育
料

前
年
の
世
帯
の
所
得
税
額
に
よ

り
算
出
さ
れ
ま
す
。

（
そ
の
他
）
◆
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

勤
務
地
等
の
理
由
で
他
の
市
区
町
村
の
保

育
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児
童
障
害
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。◆
現
在
、

保
育
所
に
入
所
中
の
方
は
、
別
途
、
保
育

所
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
原
則
と
し
て
小
学
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、
下
記

の
学
童
保
育
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類

①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
（
用
紙
は
児
童
障
害
課
・
各
学
童
保
育

所
で
配
布
）

入
所
基
準

学
童
保
育
所
条
例
第
３
条
に

揚
げ
る
、
お
お
む
ね
１０
歳
未
満
で
、
保
護

新規入所者を 
　　募集します！ 

市立保育所 
学童保育所 
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者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日
＝
放
課
後
〜
午
後
６
時

土
曜
日
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時

（
左
表
参
照
）

学
童
保
育
料

月
額
９
０
０
０
円
（
た
だ

し
、
指
定
管
理
者
が
運
営
す
る
学
童
ク
ラ

ブ
は
、
別
途
費
用
あ
り
）

◆
現
在
、学
童
保
育
所
に
入
所
中
の
方
も
、

改
め
て
入
所
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
立
保
育
所

学
童
保
育
所

八条保育所 

伊草保育所 

中馬場保育所 

中央保育所 

南川崎保育所 

大曽根保育所 

古新田保育所 

９９６－３６５６ 

９９６－３６５７ 

９９６－３０６８ 

９９５－７５７０ 

９９６－９６４２ 

９９６－０３２６ 

９９６－３５００ 

八條１５６７ 

伊草３７２ 

中央３－２９－１７ 

八潮８－１－５ 

南川崎２０７－１ 

大曽根１５１８ 

古新田１０ 

保育所 所在地 電話番号 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

わかくさ学童保育所 
たけのこ学童保育所 
やわた学童保育所 
やなぎのみや学童保育所 
おおぜ学童保育所 
だいばら学童保育所 
はちじょう学童保育所 
つくしんぼ学童クラブ 
ひまわり学童クラブ 
どんぐり学童クラブ 

南川崎826－3 
大曽根921－2 
中央4-21－25 
柳之宮140 
大瀬530－1 
八潮7－42－1 
鶴ヶ曽根1 
八條1567－23 
古新田904－3 
緑町4－1－1

997－7195 
997－1249 
997－6821 
998－0043 
998－9088 
998－9550 
998－9006 
996－5846 
995－1475 
996－2216

潮止小 
大曽根小 
八幡小 
柳之宮小 
大瀬小 
大原小 
八條小 
八條北小 
中川小 
松之木小 

○ 
　 
○ 
　 
　 
○ 
　 
○ 
○ 
○ 

指　定 
管理者 

市　役　所 
第４会議室 
（１階）  

平成１８年 
１月４日貉～８日豸 
午前９時～午後５時 

平成１８年 
１月５日貅～７日貍 
午前９時～午後５時 

それぞれの  
学童クラブ  

 

学童保育所名 運営 所在地 電話番号 学校区 土曜開所 受付場所 受付日時 

市直営 
 




